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I Ka- 3 婦 人 服 地 の 品 質 の 客 観 的 評 価 式 の 適 合 性

○ 井 上 尚 子 ＊ 丹 羽 雅 子 ＊＊

( ＊椙 山 女 学 園 大　 ＊＊奈 良 女 大)

目 的 ： 婦 人 服 地 の デ ザ イ ン は 構 造 線 が 複 雑 で 多 岐 に わ た る た め に 、 シ ル エ ッ ト に よ っ て ３ 分

類 に 判 別 し て シ ル エ ッ ト 別 の 主 観 的 評 価 を 実 施 し て き て い る[1] が
ヽ
そ の 評 価 に お い て 評 価 者

グ ル ー プ に よ っ て 評 価 基 準 に 差 の あ る こ と が 認 め ら れ た[2]. こ こ で は 、 各 評 価 者 間 の 品 質 評

価 値 の 相 関 が 高 か っ た 評 価 者 の 評 価 値( 危 険 率i ％ 以 下) を 用 い て 、 品 質 風 合 い の 客 観 的 評 価 式

を 誘 導 し 、 そ の 適 合 性 を 検 討 す る 。

方 法 ： 婦 人 服 地 は 布 表 面 が 比 較 的 平 滑 な874 試 料 を 、1995 年 か ら1999 年 に 各 国 か ら 広 範 に 集

め た 。 こ れ ら の 試 料 布 は 布 の 基 本 力 学 特 性 値( 引 張 り 、 曲 げ 、 せ ん 断 特 性 と 平 面 重 さ) に よ っ て

テ ー ラ ー ド 、 ハ リ 、 ド レ ー プ タ イ プ に 判 別 し た 。 品 質 風 合 い の 主 観 的 評 価 は 各 シ ル エ ッ ト グ

ル ー プ に 対 し て ５ 段 階 評 価 を 行 っ た 。 評 価 者 は 製 布 技 術 者 、 流 通 、 デ ザ イ ナ ー 、 被 服 学 関 係

の 大 学 教 員 、 学 生 、 一 般 消 費 者 の 評 価 者 グ ル ー プ の 合 計80 名 を 被 験 者 と し た 。 評 価 者 グ ル ー

プ 間 の 評 価 の 差 お よ び 女 性 と 男 性 評 価 者 の 主 観 評 価 の 差 異 等 を 検 討 し 、 各 々 の 判 断 基 準 を 分

析 す る た め に 基 本 力 学 特 性 に 基 づ く 品 質 風 合 い の 変 換 評 価 式 を 個 別 に 誘 導 し 、 こ こ で は 判 断

基 準 の 一 致 し て い る と み ら れ る 評 価 者 の 平 均 評 価 値 を と り あ げ て 、 客 観 的 評 価 式 を 誘 導 し た 。

結 果 ： 品 質 風 合 い 値 の 高 い 布 、 低 い 布 の 基 本 力 学 量 の 範 囲 は ど の シ ル エ ッ ト で も 明 確 に わ か

れ 、 判 断 基 準 に 圧 縮 、 表 面 特 性 の 寄 与 の 大 き い こ と が 明 ら か に さ れ た 。 学 生 、 一 般 消 費 者 グ

ル ー プ で 客 観 評 価 式 の 適 合 性 を 検 討 し た 結 果 、 テ ー ラ ー ド タ イ プ 次 い で ド レ ー プ タ イ プ の 客

観 評 価 式 に 比 較 的 良 好 な 適 合 性 が 認 め ら れ た 。 文 献[1]  T. Inoue, M.  Niwa,  S. Kawabata,  et al.:Int. J. Cloth.

Sci. Tech., 12, 205(2000),[2] Ｔ. Inoue, M. Niwa and s. Kawabata: Proc.  of the 29th Text. Res･Symposium  at Mt. Fuji,2000

I Ka- 4　　　タオル織物の客観的風合い評価
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【目的】布の基本的な力学特性からその風合いを客観的に評価する方法をタオル織物に適

用し、風合い評価の客観化を試みる。さらに、良い風合いをもつタオル織物の力学的性質

を明確にすると共に、高品質のタオル織物設計の基礎的な資料を作ることを目的とする。

【方法】市販品から132 点のフェイスタオルを収集し、試料として用いた。基本力学特性

の測定はKES-FB 計測システムを用い、標準計測条件、標準状態下で行った。基本風合い
値の算出には、母集団の力学特性値の平均と標準偏差で規格化した力学量と、すでに開発

されている力学量¬基本風合い値変換係数を用いた。一方、熟練技術者および一般消費者
による主観的総合風合い評価を行った。これらの主観評価値と基本風合い値との残差回帰

によりタオル織物の総合風合いの客観的評価式を誘導した。式の作成には、肌着用編布の

基本風合い変換係数による”KOSHI ∵'NUMERI ∵'FUKURAMT 、婦人服地の変換係数に
よる”HARTrSHARI ∵’SOFUTOSA ’の６つの風合いを変数としてとりあげた。

【結果】総合風合いの主観的評価においては、平均評価値に対する各評価者グループ内、
およびグループ間に有意水準95 ％以上の高い相関が認められた。タオル織物の総合風合い

にばFUKURAMT の寄与が最も大きく、良い風合いをもつタオル織物の特徴としては、
せん断や わらかいこと、表面形状がなめらかであること、”FUKURAM 了∵'NUMERT は大

きく、”HARr ヤ'SHARI ∵’KOSHr などが小さいことがわかった。また、誘導した総合風
合いの客観的評価式はかなり良好な精度をもつことを明らかにした。
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